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Dataset construction and analysis for both empathy types

認知的共感と情動的共感の測定用データセットの構築と解析

分かる共感と伝染する共感を測る

どんな研究
共感には頭で理解する共感と感情が伝染して生じる共感がありますが、データや手法が乏しく両者の結びつき
は未解明です。本研究では、送り手・受け手の感情強度の主観評価と心拍等の生理反応を同時に測り、多面的
に解析することで二つの共感の結びつきと個人差を明らかにします。

どこが凄い
俳優と観察者の両者から感情強度評定と生理反応を時系列で取得した世界的に希少なデータセットを構築しま
した。データ解析により、相手の立場を想像しやすい受け手ほど理解は正確だが生理反応は送り手と同調しに
くいことや、感情の種類でこの関係が変わることを明らかにしました。

めざす未来
二つの共感を測り分けて相手への感情開示なしに可視化することで、受け手自身が自分の誤解やすれ違い、情
動的な距離の近すぎ／遠すぎに気づけます。状況や役割に合う状態へいざなう支援として、対話支援や遠隔で
のストレス兆候検知、感情疲労・バーンアウト支援技術へ展開します。
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